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委員 区分 質問・意見 事務局からの回答 

市川委員 
 

 新型コロナウイルス感染症治療の

中核病院として多くの感染症患者を

受け入れ、職員が一丸となって入院

治療にあたって、札幌圏の地域医療

に大きく貢献されました。 

 この間の職員の皆様の献身的なご

努力に対しまして、市民の一人とし

て心より感謝いたします。本当にあ

りがとうございました。 

 新型コロナウイルス感染症は、今

後も予断を許さない極めて厳しい状

況にありますので、引続き院内感染

の防止と職員の健康管理にご配慮さ

れて、コロナ感染患者の治療にご努

力いただきたいと思います。 

 ねぎらいのお言葉を頂戴いたしまし

たこと、心より感謝申し上げます。皆様

のお声を励みにして、今後とも診療にあ

たってまいります。 

 新型コロナウイルス感染症の状況に

ついては今後も予断を許さないところ

ではありますが、院内感染防止の徹底と

職員の健康管理に配慮しながら、感染

症指定医療機関として引き続き患者の

治療にあたってまいります。 

金子委員 
 

 新型コロナウイルス感染者の受け

入れ、大変お疲れさまでした。 

 ねぎらいのお言葉を頂戴いたしまし

たこと、心より感謝申し上げます。皆様

のお声を励みにして、今後とも診療にあ

たってまいります。 

河原委員 質問① 

（資料３） 

 「令和２年２月以降、救急及び入

院の受入れを一部制限していたが、

７月３日以降は通常どおりの診療体

制となっている。」とあるが、外来

患者の受け入れの制限はあまりなく

診察を行えたのか。 

 救急外来は一部制限を行いましたが、

その他の外来患者は概ね制限すること

なく診察を行いました。 

質問② 

（資料３） 

 新型コロナウイルスの感染を避

け、外来利用数が一時的に減った時

期はあったか。 

 ２月以降、前年度と比べて外来患者

数は減少しており、最も減少率が高かっ

た５月では、約３割程度の減少となりま

した。 

質問③ 

（資料２） 

 外来患者数について、令和元年と

同数を令和２年度で見込んでいる

が、どうしてなのか疑問に思う。 

 予算案の策定時は新型コロナウイル

ス感染症の影響が生じておらず、また、

１月までは外来患者が前年と同数程度

で推移していたことから、令和元年度の

決算見込みと同数として計上したもの

になります。 
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委員 区分 質問・意見 事務局からの回答 

菅原委員 質問① 

（資料２） 

 「令和２年度末の資金残0.3億円と

なる見込み」との記載があるが、令

和３年度以降の資金状況について教

えて欲しい。 

 中期経営計画では、令和２年度末に

4.7億円の資金不足を見込んでおりまし

たが、予算では0.3億円の資金残を計上

しており、約５億円改善しております。

令和３年度以降の資金状況は改善傾向

と見込んでおりますが、新型コロナウイ

ルス感染症の影響等を注視しながら、

資金の確保を図ってまいります。 

質問② 

（資料２） 

 平成29年度、27億円の借入時の計

画・見通しと、令和２年度末までの

計画との相違点、要因等について教

えて欲しい。 

 平成29年度の借入時には、今後の返

済計画を中期経営計画で定めることと

し、それを受けて計画では令和３年度に

２億円、令和５年度に３億円返済する

こととしています。 

早坂委員 意見 

（資料２） 

 感染症指定医療機関として、新型

コロナウイルス感染症患者を受け入

れ、治療に当たっている医師、看護

師はじめ病院職員の皆様に感謝申し

上げます。 

 新型コロナウイルス感染症の感染

拡大は、今後も予断を許さない状況

にある。また、医業経営に甚大な影

響を与えると思われる。 

令和２年度については、四半期あ

るいは半期ごとの入院・外来患者数、

手術件数等の状況を部会にご報告い

ただき、議論していくこととしては

いかがか。 

 ねぎらいのお言葉を頂戴いたしまし

たこと、心より感謝申し上げます。皆様

のお声を励みにして、今後とも診療にあ

たってまいります。 

 

 いただいたご意見を踏まえ、次回の病

院部会において患者数等の状況の御報

告を行えるよう、検討いたします。 

平本委員 質問① 

（資料３） 

 今般のCOVID-19拡大に際し、感染

症病棟を有する最前線の病院として

きわめて大きな役割を果たされてい

る。他方、COVID-19の影響により多

くの病院で収入の減少と支出（費用）

の増大が問題になっているとも聞い

ている。ここまでの経営状況と、今

後の経営についての見通しに関して

どうか。 

 新型コロナウイルス感染症の影響に

より、入院患者、外来患者ともに大きく

減少し、医業収益は激減しております。 

 一方で、国の診療報酬上の特別措置

や、緊急包括支援交付金では、新型コロ

ナウイルス感染症患者の受入れに対し、

手厚い支援が盛り込まれております。 

 今後、交付金等の各種支援制度を活

用して、経営への影響をできる限り軽減

してまいりたいと考えております。 
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委員 区分 質問・意見 事務局からの回答 

質問② 

（資料２） 

 2018年度に開催された「市立札幌

病院の役割と経営健全化に関する専

門家検討会」を受け、さまざまな取

り組みが行われたものと考える。2019

（R1）年度では経常収支がマイナス

1.7億円とのことだが、2020（R2）年

度の見込ではプラス1.0億円と大き

く改善が見込まれている。この間の

どのような取り組みが奏功して、こ

うした改善に繋がりそうであるか、

主要なポイントをご教示願いたい。 

 中期経営計画では、高度急性期病院

及び地域医療支援病院として地域の医

療機関を支えることを当院の役割と整

理し、救急患者や紹介患者を断らずに

受け入れるための取組を進めてきまし

た。また、ベッドコントロールを強化し

たことにより、病床の有効活用が可能と

なり、病床の利用率が向上しているとこ

ろです。 

質問③ 

（資料２） 

 資金残の推移についてはやや不安

な状況と考えられる。2020（Ｒ2）年

度末の資金残が0.3億円と見込まれ

ているが、2021（R3）年度以降の見

通し及び考え方についてご教示願い

たい。 

 中期経営計画では、令和２年度末に

4.7億円の資金不足を見込んでおりまし

たが、予算では0.3億円の資金残を計上

しており、約５億円改善しております。 

令和３年度以降の資金状況は改善傾向

と見込んでおりますが、新型コロナウイ

ルス感染症の影響等を注視しながら、

資金の確保を図ってまいります。 

舛田委員 質問 

（資料３） 

 新型コロナウイルスの関係で、患

者の病院離れが報道されているが、

市立病院の経営への影響はいかが

か。これまでの計画変更の要否も含

め説明願いたい。 

 新型コロナウイルス感染症の影響に

より、入院患者、外来患者ともに大きく

減少し、医業収益は激減しております。 

 一方で、国の診療報酬上の特別措置

や、緊急包括支援交付金では、新型コロ

ナウイルス感染症患者の受入れに対し、

手厚い支援が盛り込まれております。 

 今後、新型コロナウイルス感染症の

状況や国の支援の動向を注視しながら、

中期経営計画の取扱いについて検討し

てまいります。 
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委員 区分 質問・意見 事務局からの回答 

水澤委員 質問① 

（資料３） 

 新型コロナの最前線で患者の治療

に尽力されている市立病院の医師や

看護師など医療従事者の皆様に、一

市民として心から敬意を表するとと

もに、深く感謝申し上げます。 

 新型コロナの影響について、 

①医師・看護師など医療従事者に影

響があったか。 

②医療用マスク等感染症防護用品の

不足は無かったのか。 

③救急医療の受け入れや連携医院か

らの患者紹介に影響があったか。 

 ねぎらいのお言葉、ありがとうござい

ます。皆様のお声を励みにして、今後と

も診療にあたってまいります。 

 

①様々な診療科や病棟のスタッフが連

携して新型コロナウイルスへの診療

にあたるとともに、院内感染防止の観

点から公私にわたる感染防止策の徹

底をお願いしました。 

②全国的な感染拡大により、必要な医

療材料の確保が難しい時期が続きま

したが、防護具の節約や職員による代

替品の制作に加えて、民間企業も含

めた様々な機関から防護具等の御寄

贈・御協力をいただけたことで、必要

数を確保することができました。 

③２次・３次救急の受入れの制限を行

うとともに、感染拡大時には、連携医

療機関からの紹介もお断りせざるを

得ない状況もありました。 

質問② 

（資料２） 

 新型コロナの影響による令和２年

度予算上の以下の数値と４月から６

月までの実態値との乖離が出ている

のではないかと思われるが、次の予

算値に対する実態値を教えて欲し

い。 

①１日平均入院患者数 

（予算値568人） 

②１日平均外来患者数 

（予算値1,290人） 

③診療収益（予算値224.1億円） 

①４月～６月の１日平均入院患者数：

384人 

②４月～６月の１日平均外来患者数：

991人 

③現時点では６月までの診療収益が未

確定ですが、入院や外来の状況を踏

まえると、予算との乖離が生じるもの

と考えております。新型コロナウイル

ス感染症による診療報酬改定の影響

等も踏まえて、今後精査してまいりま

す。 

質問③ 

（資料２） 

 新型コロナの影響により、令和２

年度予算に大幅に狂いが生じている

のではないかと思われるので、下期

の10月に向け令和２年度予算修正版

を作成すべきと考えるが、令和２年

度予算修正版の作成の考えはある

か。 

 これまでも、新型コロナウイルス感染

症の状況を踏まえながら、国の支援制

度を活用し、医療機器購入等の補正予

算を編成してきたところですが、今後に

ついても、必要に応じて補正予算の編

成等を検討してまいります。 
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委員 区分 質問・意見 事務局からの回答 

質問④ 

（資料２） 

 令和２年度末の資金残が0.3億円

となる見込みとのことだが、 

①中期経営計画で想定した資金残と

違っているのか、中期経営計画と

の整合は取れているのか、よくわ

からないので説明して欲しい。 

②再借入が必要になるのではないか

と思われるが、資金対策としてど

のようなことを検討しているのか、

具体的資金対策を教えて欲しい。 

①中期経営計画では、令和２年度末に

4.7億円の資金不足を見込んでおりま

したが、予算では0.3億円の資金残を

計上しており、約５億円改善しており

ます。 

②令和３年度以降資金状況は改善傾向

と見込んでおりますが、国の診療報酬

上の特別措置や緊急包括支援交付金

など、新型コロナウイルス感染症患者

の受入れに係る各種支援制度を活用

してまいりたいと考えております。 

質問⑤ 

（資料２） 

 平成29年度に借り入れた27億円の

返済計画が新型コロナの影響で変更

しなければならない状況になってい

るのか、説明して欲しい。変更する

としたら、どのような返済計画にな

るのか教えて欲しい。 

 国の緊急包括支援交付金などを活用

し経営への影響をできる限り軽減した

いと考えているため、現時点では返済計

画の変更は予定していませんが、新型コ

ロナウイルス感染症の状況や国の支援

措置も踏まえて、変更が必要か検討し

てまいります。 

質問⑥ 

（資料３） 

市立札幌病院が感染症対策に取り

組んでいる姿は市民に安心感を与

え、市立病院が必要という理解につ

ながる。 

そのためにも、新型コロナへの今

までの市立病院の対応内容及び今後

の感染拡大を見越した対応内容の市

民への広報活動が必要と思うが、今

までどのような広報活動を行ってき

たのか、今後これからどのような広

報活動を予定しているのか教えて欲

しい。 

 札幌市内で感染の拡大が確認されて

以降、当院では感染対策に万全を期し

て診療体制を整えていること、更に、感

染対策を一層強化するために３月23日

から「全面的に面会を禁止」しているこ

とをホームページでお知らせしており

ます。また、報道機関からの取材等を通

じて、当院における診療体制や感染対

策を適時お伝えしてきたところです。 

今後とも、ホームページや報道機関か

らの取材等様々な機会を通じて、当院

の取組をお伝えしてまいります。 
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委員 区分 質問・意見 事務局からの回答 

質問⑦ 

（その他） 

 ５月 29日北海道新聞朝刊に

「（2019年度）市立病院医療事故10

年間で最多275件」と掲載されてい

た。中期経営計画で市立病院が「最

後のとりで」として地域の医療機関

を支える使命を掲げていても、重大

な医療事故を起こしてしまえば、「最

後のとりで」に不安をもたれる。そ

のようにならないためにも、①信頼

を取り戻す医療事故防止対策とその

実践、②広報活動が必要と思う。こ

の２つにどのように取り組んでいる

のか教えて欲しい。 

 医療事故には、「患者に傷害を及ぼす

ことはなかったが、日常診療の現場でヒ

ヤリとしたりハッとする経験」インシデ

ントと、「患者に濃厚な治療を要したり

障がいが残る」アクシデントがありま

す。 

 当院ではアクシデント件数を減らす

ために、インシデントを含め、発生原因

や再発防止策を検討し、検討結果は院

内で情報共有しています。また、安全管

理責任者等による院内の巡回を通して

リスクの分析・評価等も行いながら、再

発防止に取り組んでいます。 

 インシデント・アクシデントについて

は、年に１回、件数とアクシデントの概

要、再発防止に向けた取組をホームペ

ージ・マスコミに一括公表しています。 

渡辺委員 質問① 

（資料２） 

 医療従事者の皆様、大変なコロナ

禍の中、市民を支えてくださり、と

ても有難く、感謝申し上げます。皆

様どうぞお身体に気を付けて頑張っ

てください。 

 

 予算の概要について、支出のうち、

医業費用の経費ほか、医業外費用、

建設改良費の医療機器購入費等が、

令和元年度と比較して大きく減少し

ているが、具体的な内容を教えて欲

しい。 

 ねぎらいのお言葉を頂戴いたしまし

たこと、心より感謝申し上げます。皆様

のお声を励みにして、今後とも診療にあ

たってまいります。 

 

・医業費用「経費ほか」の減少 

 修繕費の減（外壁タイル等）、減価償

却費の減（電子カルテシステム等）など

によるものです。 

・医業外費用の減少 

 企業債支払利息の減等によるもので

す。 

・建設改良費「医療機器購入費等」の減

少 

令和２年度は、医療用リニアック（放

射線治療装置）の更新などを行います

が、令和元年度にはⅩ線コンピュータ

断層撮影装置や放射線部門システムの

更新など、高額な医療機器の導入を令

和２年度より多く行ったためです。 



7 

 

委員 区分 質問・意見 事務局からの回答 

質問② 

（資料３） 

 新型コロナウイルス患者の対応状

況について、①感染管理認定看護師

数は何人か、②看護師数全体からみ

た割合はどれくらいか。 

 感染管理認定看護師は３名であり、

看護師全体数からみた割合は0.3％（３

人/806人）となります。 

意見  感染症患者受入れのなか、勤務状

況を考慮し、それに見合う給与処遇

をしていただきたい。 

 感染症の疾患にり患した者の看護等

業務に従事した場合に支給される「感

染症予防等作業手当」について、新型コ

ロナウイルス感染症に係る業務のうち、

要件を満たすものに従事した職員に対

し、従来の日額290円から日額3,000円

又は4,000円の手当を特例的に支給する

こととしました。 

 


